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「兵庫県教育振興基本計画検討委員会」の設置について 
 
 

 平成 30 年３月、国の中央教育審議会より「第３期教育振興基本計画について（答申）」が公 

表され、我が国における今後の教育政策の方向性が示されたところです。 

 このことを踏まえ、兵庫県においても、これまでの教育の取組の継続と充実を図るとともに、

学校・家庭・地域の実態に配慮しつつ、子どもに寄り添った、兵庫ならではの新しい教育創造プ 

ランの検討を進めることとしています。 

ついては、下記のとおり検討委員会を設置し、第１回検討委員会を開催します。なお、本会は

公開としておりますので、傍聴を希望される場合、下記の内容を参照願います。 

 

１ 兵庫県教育振興基本計画の概要 

(1) 名 称 

第３期「ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」（仮称） 

(2) 計画期間 

平成 31 年度から平成 35 年度までの５年間 

(3) 策定時期 

平成 31 年３月（予定） 

(4) 計画の位置付け 

教育基本法第 17 条第２項の規定に基づく、本県教育の振興のための中期的な取組 

の考え方や具体的施策を示す基本的な計画 

(5) 計画の対象 

本県の教育施策全般（公立学校教育や社会教育、文化・スポーツ等教育委員会所 

管施策、私立学校、県立大学、生涯学習、家庭教育など） 

 

２ 検討委員会 

(1) 趣 旨 

平成 26 年３月に策定した第２期「ひょうご教育創造プラン(兵庫県教育基本計画)」

（平成 26～30 年度）の計画期間満了を控え、学識経験者等で構成する「兵庫県教育

振興基本計画検討委員会」を設置し、本県がめざす教育の方向性と今後講ずるべき施

策等を検討する。 

(2) 日 程 

平成 30 年５月～平成 30 年 12 月（４回程度開催） 

①  第１回検討委員会の開催 

・日 時  平成 30 年５月 31 日（木）15:00～17:00 

・場 所  兵庫県公館 ３階 第一会議室 



(3) 委 員 

No 分   野 氏  名 役       職 

1 

学識経験者 

長 瀬  荘 一 神戸女子短期大学教授 
2 米 田  豊 兵庫教育大学副学長 

3 新 井  肇 関西外国語大学教授 
4 太 田  勲 兵庫県立大学学長 
5 井野瀬 久美惠 甲南大学教授 

6 

各
界
代
表 

県議会 
北 浜  み ど り 兵庫県議会文教常任委員会委員長 

7 向 山  好 一 兵庫県議会文教常任委員会副委員長 

8 経済界 田 中  裕 子 兵庫県経営者協会副会長 
9 マスコミ 小 林  由 佳 神戸新聞社論説委員 

10 労働界 川 原  芳 和 日本労働組合総連合会兵庫県連合会副会長 
11 スポーツ 平 松  純 子 日本ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝｽﾞ協会常務理事、兵庫県体育協会副会長 
12 青少年 山 崎  清 治 ＮＰＯ法人生涯学習サポート兵庫理事長 

13 生涯学習 岩 木  啓 子 ライフデザイン研究所ＦＬＡＰ代表 
14 行

政 市町教委 
福 岡  憲 助 兵庫県市町村教育委員会連合会副会長 

15 三 木  一 司 兵庫県市町村教育委員会連合会副会長 
16 

学
校
関
係
者 

私 学 
濱 名  浩 兵庫県私立幼稚園協会理事長 

17 摺 河  祐 彦 兵庫県私立中学高等学校連合会理事長 

18 丸 山  博 久 兵庫県専修学校各種学校連合会会長 
19 保護者 審 良  和 哉 兵庫県ＰＴＡ協議会常務理事  

20 

公立学校 

岩 濱  里 江 子 兵庫県国公立幼稚園・こども園長会副会長 
21 平 野  真 紀 兵庫県小学校長会理事 

22 近 藤  猛 兵庫県中学校長会副会長 
23 中 谷  安 宏 兵庫県立学校長協会副会長 
24 岸  恵 美 兵庫県立特別支援学校長会副会長 

25 
公  募 

尾 藤  百 合 公募委員 
26 中 西  和 也 公募委員 

 

３ 会議の公開等 

(1) 会議は公開します。傍聴希望者は、開会予定時刻の 30 分前までに会場受付に申し

出の上、傍聴申出書に住所・氏名を記入し、傍聴証の交付を受けてください。 

(2) 傍聴を希望する方が、開会予定時刻の 30 分前の時点で定員（10 名）を超えた場合

には、抽選を行います。 

(3) 報道関係者については、(1)(2)にかかわらず傍聴が可能です。また、撮影も終始

可能ですが、委員長挨拶後は、報道関係者席でお願いします。 


